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独立行政法人国立がん研究センター理事会（平成 25 年度第 10 回）議事録 

 

日 時  平成 26年 1月 31日（金）10：00～12：10 

場 所  独立行政法人国立がん研究センター 第 1会議室 

出席者   堀田知光理事長 佃和夫理事 門田守人理事 

 中釜斉理事 荒井保明理事  

 小野高史監事 長崎武彦監事 

 

議事概要 

 

Ⅰ.理事会（平成 25年度第 9回）議事録の確認 

 ・資料のとおり了承された。 

 ・議事録署名人を佃和夫理事と長崎武彦監事にお願いした。 

 

Ⅱ.報告事項 

１．国立がん研究センターの新ビジョンについて 

  ・新ビジョンは、企画戦略局が中心となって１年の期間をかけてまとめ１月１７日に

理事長から全職員に周知した旨の報告がなされた。 

  ・今回のビジョンは NCC 職員に向けての方針説明であったが、センター外の機関との

関わりについて踏み込んだ内容も必要との意見があった。 

  ・「がんの司令塔」としての役割をより以上に果たすために、他の機関に任せる部分が

あっても良いのではないかとの意見があった。 

  ・ビジョンを達成するための工程表や収支計画、多義にわたる課題についての優先順

位等 PDCAサイクルが必要との意見があった。 

  ・ビジョンを実行し推進していくための組織もはっきり示すべきとの意見があった。 

 

２．医療分野の研究開発に関する総合戦略（報告書）（案）について 

  ・１月２２日に健康・医療戦略推進本部の医療分野の研究開発に関する専門調査会で

議論が行われた「医療分野の研究開発に関する総合戦略（報告書）（案）」について

の報告がなされた。 

 

３．がん診療連携拠点病院等の新整備指針における国立がん研究センターの役割について 

  ・がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針について報告がなされ、国立がん研究

センターの役割について説明が行われた。 
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４．看護師確保のための奨学金制度の創設について 

  ・看護学生に対する奨学金制度について報告がなされた。 

  ・新卒の看護師に対して総合的なキャリアパスを整備する必要があるとの意見があっ

た。 

 

５．（仮称）新総合棟建築・解体等工事変更案について 

・（仮称）新総合棟建築・解体等工事変更案について報告がなされた。 

 

６．月次決算（１２月分） 

  ・平成２５年度決算見込みについて報告がなされた。 

  ・治験にかかる収支について議論があった。 

 

 

Ⅲ.審議事項 

   ・特になし 

 

 


